
111.最近の滋賀県下における

発掘調査の紹介

その 1

昭和57年度に必ける滋賀県下の緊急調査は滋賀県教

育委員会 ・側j滋望号!県文化財保設協会で築地の分は98f午、

市町村教育委畏会で笑;施の分は 100伶:を越えた。宮司査

にたずさわる各組当者I:l:休む問むなく、幾つかの絢訟

を並行して行わぎるを得ない状況で、とても他の絢張

i呪;場の内答を知るゆとりなど持てないのが現状であるa

滋賀県組足並文化財センタ ーではこうした中で、少し

でも県下の発版状況を互いに知り合う機会をもとうと

年一度、年度末にスライドを用いた発表会を催してい

る。こうした主主の情報を参加者だけのものにするのは

いかにもおしいので、側滋賀県文化財t呆務協会では発
表者に御無理ねがって、その慨要を簡単にまとめてい

ただいた。収録できたのはそのごく 一部ではあるが、

昭和57年度の滋賀県下の発錦繍貧状況の一端がうかが

える速報的資料である。御活用願えれば拳獲である。

1 .渡来系集団の集落跡

大津市下阪本 1丁目 穴太遺跡

この調主主1:1:西大津バイパス建設に{半う第 2次調査で、

発栂区全体にわたり縄文後~晩期から 7世紀中頃にか

けて 4}~以上の巡;術商が存在する。

第1透機関 7i!t事己中頃の遺構鮮で、機立柱建物語学
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遺跡、位置図 位置図の番号は本文と同じですa

-柵 ・織を中心とする集孫粉、である。この前からは切

畿大壁造住居と名付けられた特税、な榔迭をむつ住居が

3僚検出された。これは、凶方の俊聞で箆恨を支える

構造で、まずj務を郷リ、その中に細い住を30-50cm間

特有で立てた後鴻を短め、伎を回定し床より上の昔11分を

塗 1)込めて鈴を作る。術面およびヰヒ簡の中央の柱は特

に太〈 、相i持ち柱となると考えられる。内部l立総土を

敷いたこヒ間になると考えられる。

第2泌総I百I 6世紀米一 7世紀初めの造t常務で、 J偲
立柱建物l'i'・柵・行6・tlJ養大波造住居2練 ・縫石を持
つ i主街 1 練害事が検出されている。*-1'に~石を持つ住居

1;1:、前年度検出された1礎石を持つ住居と近按しており、

14.4111 X 5.2111 以上の規桜を持つ。礎石は 11llilしか銭

存していないが、いくつか紘き取り跡を検出すること

ができた。礎石は l段潟t、法畿の上に控か.:it、その来
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辺'i、板を績に並べ外側を杭で悶定し基担を保護して

いる.内部は粘土を吸いた土IHJとなっている.

m3遺憾而 6世紀後半の泌総群で、扱立柱建物群

.栂-t，時型事が出土している.
第 4 泊~t海部 縄文11幸代後-1晩期の逃'構で、河JII勝と

イチイガシを中心とするお林の跡 ・配石遺構等が検出

された.検出された木はいずれも椴の部分であるが、

最大のむのl孟15m例IJにもおよんでいる。

こうしたi立綿のあリ方からみて第 1-第3治機商は

波米系!.I~聞のJI!終跡と怨主主される o (i銭i1県教育委員

会林博通 ・倒滋賀県文化財保謙協会古谷労幸)

2.世界最大の淡水貝塚

大海市晴嵐地先粟津;湖底遺跡

11/1利27年、総|河町長二郎氏によって砂・1Zされたニの貝

塚l立、その後永らくわすれ去られていたが、ひ・わこ総

会IJ目先にともなう工~J';'に先だち、会容を明らかにする

ための飢J:ffを災総した.

捌3'i{r，i所iま国鉄東海道本~のi頼関川鉄織の北方 500

mの地先で瀬田川河n都のほぼ中心部を占める.i初中

の其E佐中に存在するといえる.

調1t'主、 50mピッチの!f-t&.t) (エアーリフトによる)
と、全域の分布倒主主(;ダイパーによる)さらには金銭

の詳細なJt!!.lf~測量とがその主主区内容であった。

その結果、遺跡は南北230m、東西190mの世界最大

の淡水貝塚であることが判明し、分布調査だけでも、

石鍛や貝i111、多訟の只や土器、殺子類が検出された。

その他にも和問IJlJ 祢や~J1.'.\!.~H 少散ながら採集されて

いる.

只機は、セタシジミを中心にイシガイ、ナガタニシ

イボカワニナが含まれ、イノシシやシカ、ス .. /ポン、

ヒトの1'j'も発凡された。

この只t抵のi奈さ{阜、水市|下 1.1m-5 mに及び、湖
底fm下Om(iliJll前日の派出)-4 mであった。また厚
みとしては10-30cmであるが3府も惚められた商都り

では 1mにも』えんでいる.

薬i傘湖底遺跡貝塚

時代は縄文時代IjI.Jtllが緩くわずか認められるが、中

心i時期は自~J!1I- 中 JIJI初めごろである .

なぜ、このような湖中、湖底に貝塚が形成されたか

は今後とも興味ある深題であるが、 R琶湖の具体的な
活動を知る重姿な遺跡といえる.

( i慈賞県教育委只会 丸山竜平)

3 .窯跡・工房跡一体で発見

大湾市一里山3T白 山の神遺跡

山の神遺跡'1大ilrrliー泉山三丁目宇山の神、瀬田丘

陵から琵琶湖に向って細長くのびるほ陵の中央部で旧

JI1I段丘下位面上に所花している。
この山の布Iti立跡lま従来から合総跡として知られてい

た。昭和54年に再出跡のすぐ北側で毛逃工事に伴う発掘

調.1'i を災地したところ、~{湖、に i~; う工肪跡とみられる

搬立柱建物跡が検出された。

このように総跡と工日』亦が一体となって検出された

例は珍しく、当時め社会休lUllを鈎lる上に必いてはtt・111
な資料となる・と巧・えられる.このため昭和55年から遺

跡の実態把握のため計図的に捌伐を行っている。

調査によって、これまで術立住雄物跡8娘、霊長穴住

居跡4線、土綴(土総溜り) 10余~、 m跡 2 体を検出

し、それらに伴って多数の遺物が出土した.その出土

造物から山の神遺跡'i7世紀中断から後半にかけて営

まれていたものと考えられ、 ill物の中には鈴や硫も含

まれていた.

検出された逃総の中で、重量穴住居跡lまm立住建物跡
に先行し、;食休、工fJHí'lt~認の 1務に工入迷が居住してい

たものであると巧・えられる.また、土機の中には、須

恵絡の不良品ばかりでなく、 1ft~ゃ欽絡が出土して必

り、さらに土携のうち一裁の喰而はスサ入リ粘土が貼

り付けられ、硬く焼け紛ったものであった。

以上のことから比ると、制往が終了していない現段

階において明宮はできないが、LUの事l'遺跡{立、m忠告告
白色成所としてばかりでなく、さらに鍛治工房も含めた

大工房跡とみる ζ ともできょう。

山の神遺跡第 l号窯
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ζの山の神巡t~持'1;1巡t械の検出状況からみてig跡はさ

らに南側に拡がるものとみられる.

(大i.l!市教育委只会 須崎雪博)

4.近江国斤関連の官衝跡

大津市瀬田3丁目 野畑遺跡

野畑巡E存は瀬田川の東方の低台地上に位置する.付

近には近江国庁や瀬悶!議寺など、家良~平安時代の遺

跡が多〈、当遺跡もま持良~平安時代の造線の検出が予

想された。

本'f.f3't 1ま民聞の宅地造成に伴う調査で、 ~1t地区{主、

便宜上A-Oの4ブロックに分け、今年度はA.B地

区を翻貸している.

A 地区では谷筋にめたるため、河川町、とその南俸の

井戸をH返布施総した。河川閥、からは、土器器 ・瓦が多数
発凡され、 IJIJ物絡め木製品も出土している。井戸は 1

辺80cmの微板井飽紙の木枠が3-4段残存し、その下

から角材を月]いた作がみられたo 1居形{ま1.2mで段を

もち、さらに 1m下がる.中I貨の四隅には l辺5聞の

角材が打ち込ま札てあった.巡t物I;t.、土器や瓦の{也、

和問問紘 ・ 潟~i画室、鶴谷ニヒ昔まや土馬 、 務市などが出

土している.

B!也区lま全面に巡械が広がっている.方形の竪穴住

居3練は西端にllUIlし、その"*に擁立住建物7-8採

が検出された.その中に 1辺 101-1.2mの方形擁形

をもっ織立柱泌物がみられる.規桜Iま4間X2隊以上

て・ある.

井戸li京消で検出され、深さ1.7mで段をもち、さ

らに 3m下がる.中段に l辺 1m - 1.2mの繊板井能

組の木枠がみられる.

中央部でlfL~V形式の瓦熊 H&が検出された。前庭部

は深さ1.2mに狐りri1め、 1何双方向に排水織を穿って

いる。後口 I立石村でfl'lt~誕され、その前から排水機に向

って木製の砲が作られている.燃焼皇室は完会に保存さ

野畑遺跡瓦穣跡

れ、瓦と粘土で持ち送り式に桃築した夫弁が逃存して

いた。隔壁部は 3ロの分m孔と 2本の分焔柱とから成
っている.焼成室は 7粂の畝と 8粂のお1道がみられる。

遺物は、灰w.、から流~文革f平瓦の破片が 2 点出土して

いる.

この遺跡Iま8町ないし 9町繊の国府域の外部に位置

するが、国庁と密機にかかわる官衡と判断される。

{滋賀県教育委以会林 ~i鴎 ・

{紛i雄氏以文化財保筏協会三宅弘)

5.製鉄用黒炭窯の検出

草津市野路町字小野山 野路小野山遺跡

草津市野路小野山泣跡li、国道 1号線京滋パイバス

に先立つ組蔵文化財・の発t.kJ!例経として、 1979年 7月か

ら10月に、県m'>fl!llF;':紛糾lよリJlHUiJの地区の調査が実
施され、大規絞な製鉄足!糊:である ~:jJ.がわかった。

1982年11月よリ西側の地区の制慾を行い、その給来、

製鉄に用いる然炭を焼成していたと忽われる登祭が2

2車、さらに榔fllが検出された。
泉炭主張(1号、 2号)

1号窯は、会長13.5m、昭 0.8-1 m、深さは現存

で0.1-0.8mである.

2号高官1;1、金銭13.7m、制0.5-1.2mを縫い)、 l、

2号窯の西側に灰原が広がり、排水鴻 (SOO1 )が西

方へ延びている.傾斜角 li 、 f苅然とも 10~前後で、前

回の潟査で検出した自決然に比べるとかなり傾斜して

いる.また、自決然{孟、型H)i線に対して、は13:、平行

した形で繊築されているのに対し、然占長持~li ïH交した

形て・fllt~農されている.また、 j訟勝範囲篠宮Z翻賓として

行った南側でも、然決然が検出されており、同様に斜

而にi喧交した形で治時怨されている。

縦列 (SAO1 ) 

現調子E地内では、東内 1lllJ、南北7t1lJ以上でめるが
前闘の間有区の SAO1 と*'/~くものである。全体の規

棋は、東西が34.8mあり、 11111の純!日}が約1.92mでめ

る ~lì.から、:lIH!.9 18rmであると他定される。南北列につ

聖子路小野山遺跡 1・2号線炭窯跡
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いては、前向、 91lJl分I立硲認しているが、東西亨IJe同
じく、 1811I1前後になるものと思われる.また繍列内に

は、念五nと思われる主11物 (S801 )が位置Eするが、当
建物が、栂亨1)の東南列の中央部に位澄しない$がわか

。、数械の建物鮮が、栂列に閉まれた形で存在するも

のとAザえられる. (ぷi.lnli数行委員会 谷口智樹)

6.掘立柱集落跡

草添市矢倉1丁目 南平遺跡

1:~ilt r打矢倉-TWf:1炉問、tia:li以HiJより土岩手散布地
として知られていたが、 111~干E例がなく遺跡の性絡は判

明されていなかった。しかし、凶滋 l号線を隔てて東

側の欠:í'ì-u ii'.L~亦で li h\滋バイパス4:.tt訟の~J~前絢主主によ

り奈良~平安時代の~ñli立総~H;がが先見され、さらに周

聞に広がる ζとが予:f!.lされていた。

昭和57年6Pl 、 ~H自においてl.~tra lJf)9êがR十回され、

司王j'jíj~抑制資を ~lj6iした紡袋、州立制:~物跡 4 棟、井

戸跡3~，~、淋跡~;が検HI さ ~lた . l~1i立柱建物跡{立、 2 .

11lJx 3聞の南北械が3械、 21l1Jx3閉め総柱の東西線
が1線発見され、 JJ位liN 10・-20.Eをとる。このう

ち調査区~tm，で発見された 2 仰は、規鋭 ・ 11位ともほ

ぼ等しく同時期に存不正した可能性が強い.また、弁戸

跡は 3l~のうち 2 J.!;が討をtbl'Jて¥うち H告は掘削の途

中でI発楽されたと々えられる.残る1)，企には径 0.9m

の初級きの井戸枠が用いられ、2.5m残存する.この底

からは9世紀-10i!!:紀と々えられる灰粕至宝が出土した。

各治情から出土した足t物を総合すると、当遺跡I孟8
i!t紀後楽を中心として#.(iしたと考えられる.ただ井

戸跡出土泣物を考慮すると、少なくとも 9世紀までは

集i&が党まれていたと巧-えるのが妥当であろう.以上

のことにより、巾可Z迂I跡lま欠trロ遺跡と同時期かやや
先行して存不Eしたと考えることができる。ただし、街

平遺跡I立東11II1でiiimlujが治、激に下がり、それ以来では

地、桃の干7・布が~~.められないため、矢倉ロi立制:に iili絞す

るとは考え州iい。(1，れ

南平遺跡遺織全景

7. r矢橋帰帆」の実態確認

草津市矢橋町 矢橋港遺跡

近江八f去の一つ「欠俄t:i}帆」で著名な矢係i径の!日姿
li、琵琶湖の水位低下』ニよる改修行為および旋浴後の

港湾内における処立等によって、見る議長むない状況で

あった。ただ弘化三年イtf~の常夜灯の立つ石:fi'(台場お

よび旧議待行総が、微かにヨド泌の!日規をi~l;rすのみで

あった.

このたびIrr治的内における公附地造成にかかわり、

事前発掘関貨を行ったところ、i却1)'1'へ突き出す石被突

堤 2~去を 6rl1総し、欠紛i住!日規彼IJI.の .tt危な資料とする

ことができた.

突.tJEはいずれも型/.而イi(1'1然石)を一気に紛上げた

乱杭みであるが、)C紛れないしょ段石には矢火のみら

れる直方体のi明石(千eTt)を使用し、」二立ぬの巡りを意
識した、やや!刷、Z的で丁切なwみ71を地している。し
かし全体的には、アブリの目立つ、締法の石wでおl維
な:fi，方である。この点、 jilij~宅ぬの北側に現存する石桜

台場は、すべて大Jtq切布に乱1M械で、1m附はいずれも

1草木精となリ、法i前lまη法を話すなど、 ia:也-城郭の石
垣に典明的なイすMl文法が~られ、本遺綿との築造時J!Jl

の相i主がUJJ自である.な必尚3担犯の規模を記せl;r、台
場石~・iの南側に位れする打.fì(~定 tJl>. SV 1は、湖岸堤築

造前の県教委潟1t給*と!照介すれば長さ90m前後、高
き1.7m前後、天消煽約 2.6mであり、本ii'.L織の南に

存する行総突堤 SV21阜、全長45m以上、高さ1.6m

- 1.7m、天主議幅 4m-5m を ~lll る.

今回発丸された肉祭況と..(I似合場、旧議L;1石M:Jヨよ
ぴ旧港内南端から北ヘネ段状態て'攻存する布fl'is足早?;S
V3を含めたフド治的のInJ;Qが絞ったl時JU)については、

r膳所領郡方日記」記JI~時凶や「大WibJJ7)(絵図」等の

絵画資料、弘化三年常夜灯および決機~込土から出土

した寛永j泊家!Jì-; によ って、実似12~三- ~L.化 3 年までと

考慮される。 (l;ri:lt市教育委μ会 ~IJ 所健二)

矢橋港遺跡突堤(SV2)金策
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